
渡　邊　　苺　　　　　浜　　畑

佐　藤　優　和　　　　潟見町２区

佐　藤　史　織　　　　武道島１区

平　川　絢　菜　　　　鳥  屋  森

須　田　悠　菜　　　　長   岡

佐々木　　要　　　　　中  橋  町

中　村　葵　唯　　　　小砂川２区

渡　部　廉　司　　　　小砂川１区

土　門　美　月　　　　松  ケ  丘

町単独で乳幼児医療費の無料化を継続
　町議会６月定例会

協働のまちづくり特集
　下荒屋町内会の取り組みなどを紹介

ことしは「平年作」のご託宣
　　作占い「おためし」
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５月１６日～６月１５日届け出分

平成１７年５月末現在
●広報に掲載を希望しない方は、届け出
　のとき住民係へお申し出ください。

佐　藤　喜久男　（荒　古　屋）

佐　藤　美奈子　（由利本荘市）

横　山　英　弥　（　　関　　）

高　橋　真　弓　（松　ケ　丘）

一　彦

沙　織

　豊

美　幸

和　弘

留貴子

広　司

美　保

　浩

エミ子

俊　行

愛　子

徳　人

陽　子

　仁

優　子

　学

美　穂

〔

〔

ゆ　　　わ

し　　　おり

いちご

あや　　　な

ゆう　　　な

かなめ

あお　　　い

れん　　　じ

み　　　つき

池　田　ス　ヱ　（８８歳）目貫谷地

渡　部　キ　ミ　（８７歳）大 砂 川

佐々木　　實　　（７７歳）上浜の町

須　田　スミオ　（９１歳）上浜の町

齋　藤　ミナエ　（８６歳）本  郷

上　林　ミヨシ　（８２歳）荒 古 屋

田　中　キ　ク （７３歳）大 砂 川

村　上　義　昭　（６１歳）潟見町２区

佐々木　清一郎　（７８歳）下 荒 屋

佐　藤　キミエ　（８５歳）小砂川１区

松　田　幸　子　（８９歳）大 砂 川

佐　藤　ユキノ　（８４歳）小砂川２区

　森　　　昇　　（７８歳）潟見町１区

眞　嶋　正　一　（９０歳）立石１区

　３日・象潟駅前皮フ科（☎４３―５２５２）

　１０日・池田医院（☎４３―３１０６）

　１７日・さいとうクリニック（☎４３―３１０５）

 １８日・加藤医院（☎３５―２５４３）

 ２４日・金 病 院（☎４３―５５２２）

 ３１日・木村医院（☎４３―３３０８）

診察時間は午前９時～正午です。　　

　　　　　　　　　　―町医師会―

※変更の場合の問い合わせは、役場

　か消防署（☎３８－２３１０）へ

世帯数　　４，０７８　（　　４）〈－　１０〉

人　口　１２，８３４人（－　３）〈－１４３〉

　男　　　６，１４８人（　　１）〈－　７４〉

　女　　　６，６８６人（－　４）〈－　６９〉
※（ ）内は前月比、〈〉内は前年同月比

転入…　１９人（１２９）    出生…１２人（４４）

転出…　２０人（２０９）    死亡…　１４人（　７２）
※（ ）は１月からの累計

○４３
○４３
○４３
○３３
○４３
○４３

・青空市（ＪＡ象潟町支店　１２時～）

・青空市（ＪＡ象潟町支店　１２時～）

・青空市（ＪＡ象潟町支店　１２時～）

ち
　ゃ
　　ん

ち
　ゃ
　　ん

ち
　ゃ
　　ん

ち
　ゃ
　　ん

ち
　ゃ
　　ん

ち
　ゃ
　　ん

ち
　ゃ
　　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

く
　ん

く
　ん

　３

　６

　８

１０

１２

１３

１５

１７

１８

２０

２２

２３

２６

２７

３０

日

水

金

日

火

水

金

日

月

水

金

土

火

水

土

月

・通勤途中のクリ－ンアップデー

・ビン収集日（指定袋）

・海水浴場海開き
　（小砂川１５時、象潟１６時

・仁賀保地区消防訓練大会
　（金浦町　８時１５分～）

・ビン収集日（指定袋）

・町県民税１期納期限

・燃えないごみ収集日（指定袋）

・カン収集日（ボックス）

・カン収集日（ボックス）

・きさかた「港」海の幸まつり
　（ねむの丘特設会場　１０時３０分～）

・燃えるごみ収集休み

・第１７回秋田トライアスロン
　芭蕉レース象潟大会（象潟
　海水浴場９時スタート）

・ペットボトル収集日（指定袋）

・第２５回合併協議会（金浦町
　青少年ホーム　午後１時３０分～）

・小中学校夏季休業日
　（８月２５日まで）

・ペットボトル収集日（指定袋）

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

（仁賀保町）

今
月
の
主
な
記
事

平成１７年７月号…２０

８／１
・固定資産税２期
・国保税１期 ｝納期限

　６月３０日は町県民税１期の

納期限でした。いま一度ご確

認ください。

問い合わせ先　町税務課徴収

係（☎４３―７５０２）

　７月１０日（日）、消防本部前

広場で仁賀保地区消防訓練大

会を実施します。

　大会当日の朝６時に火災警

報発令のサイレンの吹鳴と半

鐘の打鐘を行います。（解除

は自然解除）

問い合わせ先　仁賀保地区消

防本部（☎３８―２３１１）

※町功労者

　町議会議員のほか、民生児童委員

を２３年間、また社会福祉協議会理事

を務め、平成元年町功労者に。

お詫びと訂正

　先月号の象潟町功労者表賞受賞者

の記事中、２ページの佐々木久一郎

さんの行政区の「本郷」は「荒古屋」、

須田藤雄さんの「下浜の町」は「上

浜の町」、また２０ページ、門出欄の

「長谷川祐子さん」は「長谷山祐子

さん」の誤りです。お詫びして訂正

いたします。

　６月２８日、象潟小学校３年生の児童１２人が、総合的な学習の一
環として、「象潟町のひみつをさぐろう」と郷土資料館を訪れまし
た。児童らは、地震で隆起する前の「象潟」の模型を見て、九十九
島の成り立ちなどを勉強しました。

※

～

～



本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
主
な

議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
せ

ん
　
９
月
３０
日
で
任
期
満
了
と
な
る

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
、
現
委

員
の
須
藤
文
男
さ
ん
（
大
須
郷
・

６６
歳
）
と
安
藤
智
子
さ
ん
（
鳥
の

海
１
区
・
６５
歳
）
が
再
度
推
せ
ん

さ
れ
ま
し
た
。

◇
町
行
政
協
力
員
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
制

定現
在
、
町
が
取
り
組
ん
で
い
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
環

境
を
早
急
に
整
え
た
い
と
考
え
、

行
政
協
力
員
制
度
を
６
月
で
廃
止

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

配
布
物
等
は
、
自
治
会
長
連
絡

協
議
会
と
委
託
契
約
を
締
結
し
、

町
内
会
に
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。

◇
町
づ
く
り
基
金
条
例
を
廃
止
す

る
条
例
制
定

◇
町
土
地
開
発
基
金
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
制
定

◇
町
地
域
福
祉
基
金
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
制
定

◇
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
制
定

◇
町
図
書
基
金
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
制
定

以
上
の
基
金
を
、
１０
月
１
日
の

仁
賀
保
町
、
金
浦
町
、
象
潟
町
の

合
併
ま
で
に
、
各
町
の
基
金
を
調

整
す
る
た
め
廃
止
し
ま
し
た
。

◇
町
立
学
校
給
食
共
同
調
理
場
建

設
基
金
条
例
制
定

象
潟
中
学
校
と
並
行
し
て
建
て

替
え
予
定
の
、
学
校
給
食
調
理
場

の
建
設
に
向
け
、
財
源
を
積
み
立

て
る
た
め
基
金
を
設
置
し
ま
す
。

◇
町
郷
土
資
料
館
資
料
取
得
基
金

条
例
制
定

郷
土
資
料
館
の
将
来
に
わ
た
る

良
好
な
運
営
の
た
め
、
資
料
を
効

率
的
に
取
得
で
き
る
よ
う
基
金
を

設
置
し
ま
す
。

◇
象
潟
観
光
振
興
施
設
整
備
基
金

条
例
制
定

象
潟
地
区
の
主
要
観
光
施
設
の

将
来
に
わ
た
る
良
好
な
運
営
の
た

め
基
金
を
設
置
し
ま
す
。

◇
上
浜
中
央
地
区
中
継
ポ
ン
プ
施

設
工
事
請
負
契
約
の
締
結

契
約
金
額

　
　
　
　
５
　
３
６
５
万
５
千
円

契
約
先
　
水
道
機
工
（株）
東
北
支
社

◇
町
斎
場
建
設
工
事
（
建
築
本
体

工
事
）
請
負
契
約
の
締
結

契
約
金
額

　
　
　
　
１
億
３
　
４
１
９
万
円

契
約
先
　
斎
藤
建
設
（株）

◇
町
斎
場
建
設
工
事
（
火
葬
炉
設

備
工
事
）
請
負
契
約
の
締
結

契
約
金
額

　
　
　
　
５
　
７
２
２
万
５
千
円

契
約
先
　
（株）
宮
本
工
業
所

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
４
　

４
１
９
万
６
千
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
５３
億
５
　
２

１
９
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
補
正
の
主
な
内
容
は
、
こ

れ
ま
で
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

上
浜
・
上
郷
地
区
の
整
備
を
行
う

「
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
網
整
備
事
業
費
補
助

金
」
の
ほ
か
、
新
た
に
設
置
し
た

基
金
へ
の
積
み
立
て
（
詳
細
は
５

ペ
ー
ジ
）
、
中
学
校
建
て
替
え
の

た
め
の
設
計
委
託
料
な
ど
の
追
加

で
す
。

３…平成１７年７月号 平成１７年７月号…２

町　

単　　

独
　　　

で

町
議
会
６
月
定
例
会
は
６
月
１４
日
に
招
集
さ
れ
、
１７
日
ま
で
の

４
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
人
権

擁
護
委
員
候
補
者
の
推
せ
ん
２
件
、
町
行
政
協
力
員
の
設
置
に
関

す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
制
定
、
町
づ
く
り
基
金
な
ど
基
金
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
制
定
５
件
、
町
立
学
校
給
食
共
同
調
理
場
建

設
基
金
な
ど
新
た
に
設
置
す
る
基
金
条
例
制
定
３
件
、
町
斎
場
建

設
工
事
な
ど
請
負
契
約
の
締
結
３
件
、
１７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
予
算
関
係
５
件
、
そ
の
他
３
件
の
計
２２
件
で
す
。

， ，

，

， ，

，
，

人
権
擁
護
委
員
の

二
人
を
再
任

斎
場
建
設
工
事
等
の

請
負
契
約
を
締
結

一
般
会
計
予
算

３
億
４
千
万
円
を
補
正

町
づ
く
り
基
金
条
例
等
を

廃
止

学
校
給
食
調
理
場
建
設

基
金
等
を
制
定

行
政
協
力
員
制
度
を
廃
止

補正予算に計上された主な事業

◆合併５０周年記念関係

・合併５０年事業標柱作製委託

・島倉千代子ショー実行委員会補助金

・象潟小唄保存事業委託

・御嶽公園遊歩道整備工事ほか

◆３町合併関係

・合併協議会負担金

・看板製作等委託料

・庁舎カウンター改修工事

◆教育関係

・象潟小学校コンピューター教室整備

工事ほか

・上浜小学校教室改修・バリアフリー

工事ほか

・中学校建替事業費〈設計委託、地盤

調査委託〉

・町立学校給食共同調理場建替事業費

〈設計委託、地盤調査委託〉

・小中学校、公民館図書購入費

◆その他

・協働のまちづくり事業費補助金

・ＡＤＳＬ網整備事業補助金

・みどり中央公園環境整備工事

・わか杉国体象潟町実行委員会補助金

・税申告支援パソコン購入費

・地域で創る水田農業支援事業費補助

金

・中島台木道等設置工事

・商工会地区共通商品券事業費補助金

・ねむの丘中核施設改修工事

・防災無線修繕料（大町）

・象潟九十九島太鼓１０周年記念太鼓

フェスティバル補助金

２７万円

３７７万円

７０万円

１７８万円

３８８万円

３９９万円

１１６万円

３３６万円

１，０９０万円

４，４２０万円

６８８万円

３９３万円

１００万円

５０７万円

７０万円

６５万円

２６７万円

２１４万円

３０３万円

１００万円

５５０万円

２０６万円

４０万円

▲斎場の建替工事は今月から開始（完成予想図）
▲町では、子どもたちの健やかな成長を願い、子育て支援に
　力を注ぎます



町
長
が
冒
頭
で
述
べ
た
行
政
報

告
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

３
町
の
合
併
準
備
作
業
は
、
新

市
の
組
織
・
機
構
、
字
名
の
取
り

扱
い
等
が
決
定
し
ま
し
た
。

新
市
の
組
織
・
機
構
は
、
象
潟

庁
舎
に
総
務
部
、
会
計
部
門
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
市
議
会

が
、
金
浦
庁
舎
に
産
業
建
設
部
と

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
、
仁

賀
保
庁
舎
に
市
民
部
と
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
置
か
れ
ま
す
。

教
育
委
員
会
は
金
浦
町
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
に
、
ガ
ス
水
道
局
は
仁

賀
保
町
ガ
ス
水
道
事
業
所
に
そ
れ

ぞ
れ
配
置
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
組
織
・
機
構
は
、
合
併

協
議
会
で
確
認
さ
れ
た
「
三
町
の

役
場
庁
舎
を
分
庁
舎
と
し
て
有
効

活
用
す
る
。
各
庁
舎
に
住
民
サ
ー

ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
総
合
窓

口
を
設
け
る
」
こ
と
を
前
提
に
配

置
し
た
も
の
で
す
。

字
名
の
取
り
扱
い
は
、
町
内
会

長
お
よ
び
集
落
・
総
代
を
通
じ
て

町
民
の
意
見
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

約
７
割
が
「
象
潟
町
」
の
名
称
を

残
す
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
象
潟
地
区
は
、
現
在
の

「
由
利
郡
」
が
「
に
か
ほ
市
」
に

変
わ
る
だ
け
で
、
大
字
が
あ
る
上

浜
・
上
郷
地
区
は
、
既
存
の
大
字

に
「
象
潟
町
」
を
冠
す
る
形
で
大

字
を
変
更
し
、
「
象
潟
町
」
の
名

称
を
残
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

５０
周
年
を
記
念
す
る
事
業
と
し

て
、
�
御
嶽
公
園
の
整
備
�
象
潟

小
唄
の
唄
と
踊
り
の
保
存
�
島
倉

千
代
子
シ
ョ
ー
な
ど
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

５０
周
年
記
念
に
ふ
さ
わ
し
い

「
心
に
の
こ
る
」
あ
る
い
は
「
形

に
の
こ
る
」
事
業
に
な
る
よ
う
、

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
「
協
働
」
で
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

象
潟
中
学
校
と
学
校
給
食
共
同

調
理
場
の
改
築
に
向
け
て
、
県
内

の
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る

特
定
共
同
企
業
体
（
Ｊ
Ｖ
）
３
社

に
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
依
頼
し
て

い
ま
し
た
が
、
専
門
家
や
公
募
し

た
方
々
で
組
織
す
る
選
考
委
員
会

で
、
そ
の
内
容
を
慎
重
に
審
査
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
秋
田
市
の

（株）
草
階
建
築
創
作
所
と
本
荘
市
の

あ
い
ば
建
築
設
計
工
房
（株）
の
Ｊ
Ｖ

に
よ
る
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
、
も
っ

と
も
高
く
評
価
し
た
こ
と
か
ら
、

採
用
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

県
が
８
月
１
日
か
ら
実
施
予
定

の
乳
幼
児
医
療
費
制
度
の
見
直
し

案
に
対
し
、
現
行
ど
お
り
無
料
化

制
度
を
継
続
す
る
よ
う
に
、
去
る

４
月
１２
日
、
県
に
出
向
き
要
望
し

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
県
で
は
、
ゼ

ロ
歳
児
や
低
所
得
者
家
庭
の
児
童

に
つ
い
て
の
み
自
己
負
担
分
を
全

額
助
成
し
、
そ
の
他
の
乳
幼
児

は
、
１
カ
月
ご
と
に
１
レ
セ
プ
ト

あ
た
り
１
千
円
、
窓
口
で
の
個
人

負
担
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
た
め
、
町
単
独
事
業
で
個

人
負
担
分
を
助
成
し
、
現
行
ど
お

り
の
施
策
と
し
て
無
料
化
制
度
を

継
続
し
、
子
育
て
支
援
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
象
潟
健
成
会
が

知
的
障
害
者
「
一
般
通
所
更
生
施

設
」
を
１８
年
４
月
開
所
に
向
け
て
、

北
部
工
業
団
地
内
に
設
置
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
施
設
の
規
模
は
、
床
面
積

が
４
５
６
平
方
　
、
通
所
人
数
は

３０
人
で
す
。
対
象
は
３
町
圏
域
内

の
療
育
手
帳
所
持
者
で
す
。

な
お
、
施
設
の
整
備
に
あ
た
っ

て
は
、
町
有
地
４
　
８
０
０
平
方

　
を
無
償
貸
し
付
け
し
て
い
ま
す
。

北
部
工
業
団
地
内
の
土
地
の
購

入
希
望
が
あ
っ
た
２
社
に
対
し
、

２
　
１
０
０
平
方
　
を
売
り
渡
し

ま
し
た
。

１
社
は
、
精
密
金
型
や
金
属
部

品
を
製
造
す
る
町
内
の
事
業
所
で
、

工
場
移
転
の
た
め
用
地
を
取
得
し

た
も
の
で
す
。
も
う
１
社
は
、
源

蔵
潟
に
あ
る
事
業
所
で
、
現
事
務

所
敷
地
を
拡
張
す
る
た
め
で
す
。

商
工
会
で
は
、
３
町
で
使
用
で

き
る
「
商
工
会
地
区
共
通
商
品
券
」

を
発
行
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
大
型

の
小
売
店
や
量
販
店
の
相
次
ぐ
進

出
で
、
地
元
住
民
の
消
費
購
買
を

吸
収
さ
れ
る
危
機
感
と
、
消
費
の

地
区
外
流
出
を
防
止
す
る
た
め
で

す
。
こ
の
共
通
商
品
券
の
プ
レ
ミ

ア
相
当
分
を
３
町
が
足
並
み
を
そ

ろ
え
て
補
助
し
ま
す
。

中
島
台
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

森
に
あ
る
「
天
然
記
念
物
獅
子
ヶ

鼻
湿
原
」
に
、
コ
ケ
群
落
観
察
場

所
の
散
策
道
を
整
備
し
ま
す
。
ま

た
、
「
上
郷
温
水
路
群
」
が
（社）
土

木
学
会
か
ら
土
木
遺
産
の
認
定
を

受
け
た
こ
と
か
ら
、
案
内
板
を
設

置
し
ま
す
。

町
道
象
潟
本
線
の
ガ
ス
水
道
管

入
替
工
事
は
、
新
町
交
差
点
か
ら

南
側
へ
の
国
道
に
至
る
７
３
０
　

区
間
で
、
５
月
下
旬
か
ら
着
手
し

て
い
ま
す
。
工
事
期
間
は
８
月
１０

日
ま
で
で
す
。
沿
線
住
民
お
よ
び

商
店
街
ご
利
用
の
皆
さ
ま
に
は
、

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

５… 平成１７年７月号 平成１７年７月号…４

　本定例会では、１０月１日の合併に向けた調整をし、基金の新設・廃止、または補正され

ています。基金の残高は次のとおりとなっていますが、基金は今後も必要に応じて補正が

見込まれ、この金額が新市に引き継がれる確定金額ではありません。

特
定
目
的
基
金

定
額
運
用
基
金

区分　　　　 基  金  の  名  称

一
　
般
　
会
　
計

３９６，１４７

５４，６１２

△１７４，０４７

△７，７６９

３５，５５２

△４６，８４３

２５７，６５２

０

２５５，３８２

０

０

９７，２４３

４０，７７０

２０，０００

４，５３０

△１０，８００

０

０

４，２４１

０

０

△６００

０

８０，０００

４５，０００

△１０１，４８４

△４０，７７０

△２０，０００

△３，９３０

２４４，５８２

８０，０００

４５，０００

０

０

０

０

象潟中学校建設基金

学校給食共同調理場建設基金

象潟観光振興施設整備基金

まちづくり基金

福祉基金・地域福祉基金

スポーツ振興資金

図書基金

８７，０８４

２，０００

０

１０，０００

０

０

０

０

０

０

１０，０００

△１０，０００

８７，０８４

２，０００

１０，０００

０

７３，０８９

１０，５５８

１２０，６３３

０

△５２

５７，１９１

７３，０８９

１０，６１０

６３，４４２

０

０

０

奨学基金

高額療養貸付基金

郷土資料館資料取得基金

土地開発基金

国民健康保険財政調整基金

鳥海国定公園鉾立集団施設整備基金

農業集落排水事業債償還基金

財政調整基金

減債基金基金

特
別
会
計

１６年度
決算見込

１７年度
当初予算 ６月補正 計

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

新
市
の
組
織
・
機
構
、

字
名
の
取
り
扱
い
が
決
定

合
併
５０
周
年
記
念
事
業
に

島
倉
千
代
子
シ
ョ
ー

知
的
障
害
者
の

通
所
更
生
施
設

乳
幼
児
医
療
費

町
が
個
人
負
担
分
を
助
成

北
部
工
業
団
地
内
の

用
地
を
売
却

３
町
の
共
通
商
品
券
を
発
行

象
潟
本
線
の

ガ
ス
・
水
道
管
を
入
れ
替
え

獅
子
ヶ
鼻
湿
原
に
散
策
道

中
学
校
改
築
の

設
計
委
託
業
者
決
ま
る

本町の基金残高本町の基金残高

▲合併後、象潟庁舎には総務部門が置かれる

，

，

（単位：千円）



７…平成１７年７月号 平成１７年７月号…６

近
年
、
「
協
働
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
と
思
い
ま

す
。
「
協
働
」
は
そ
の
文
字
が
示
す
と
お
り
、
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
、
行
政
と
住
民
な
ど
が
協
力

し
合
う
こ
と
で
す
。
本
町
で
も
、
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
住
民
検
討
委
員
会
の
発
足
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
の
開
催
、
ま
た
、
住
民
の
皆
さ
ん

が
自
主
的
に
地
域
づ
く
り
、
町
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

本
年
度
か
ら
新
た
に
「
象
潟
　
夢
い
き
い
き
２１
　
マ
イ
タ
ウ
ン

事
業
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

町
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
年
々
人
口
も
減
少
し
、
少
子
高
齢
化

も
加
速
的
に
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
将
来
に
向
け
、
町

民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
、
活
力
の
あ
る
地
域
社
会
を
つ

く
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
町
民
と
行
政
が
力
を

合
わ
せ
て
、
住
民
参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
行
政
の
事
業
や
事
務
を
町
民
に

押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
や
各
種
の

協
働
と
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
世

界
に
広
が
っ
た
考
え
方
で
、
そ
も

そ
も
国
家
財
政
・
地
方
財
政
の
縮

小
を
目
指
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ

く
り
は
、
そ
れ
ま
で
の
行
政
中
心

か
ら
住
民
主
体
へ
と
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。

協
働
と
い
う
言
葉
も
人
に
よ
っ

て
受
け
取
り
方
が
違
う
と
思
い
ま

す
。
象
潟
町
と
し
て
は
、
「
協
働
」

と
は
こ
う
い
う
も
の
だ
と
い
う
定

義
づ
け
、
ル
ー
ル
を
最
初
に
作
っ

て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

協
働
の
第
一
歩
は
、
住
民
参
加

で
す
が
、
そ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な

形
が
あ
り
ま
す
（
左
表
参
照
）。

趣
旨
や
役
割
も
不
明
確
な
の
に
、

行
政
側
か
ら
促
さ
れ
て
参
加
す
る

も
の
か
ら
、
形
式
的
に
特
定
の
人

が
参
加
す
る
も
の
、
住
民
主
体
の

活
動
に
行
政
を
巻
き
込
む
も
の
ま

で
多
岐
に
わ
た
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。い

ま
現
在
の
自
分
た
ち
の
活
動

が
ど
の
段
階
に
あ
る
の
か
を
知
り
、

ど
の
段
階
を
目
指
す
の
か
考
え
て

も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
初
は
住
民
参
加
と
は
ま
だ
ま
だ

言
え
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
経
験
す

る
こ
と
で
、
次
第
に
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。

参
加
は
、
一
人
ひ
と
り
が
主
役

で
す
。
特
定
の
人
が
活
躍
す
る
の

で
は
な
く
、
お
互
い
が
得
意
な
分

野
で
自
分
の
力
を
発
揮
す
れ
ば
い

い
ん
で
す
。
お
互
い
の
違
い
を
認

め
合
う
こ
と
が
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
っ
て
き
ま
す
。

▲検討委員会で行った御嶽公園の現地視察

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
住
民
検
討
委
員
会

委
員
長
　
佐
々
木
勝
理
さ
ん
（
浜
畑
）

「
考
え
方
が
変
わ
れ
ば

　
　
行
動
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
」

私
は
、
長
年
勤
め
た
会
社
を
退

職
し
た
の
を
機
に
、
自
分
に
で
き

る
地
域
活
動
は
な
い
も
の
か
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
ふ
と
飛
び
込
ん

だ
本
屋
で
、
新
潟
県
の
あ
る
町
長

が
出
版
し
た
協
働
に
つ
い
て
書
か

れ
た
本
を
読
み
、
協
働
と
い
う
取

り
組
み
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
町
広
報
に

参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
検
討

委
員
会
の
公
募
を
見
つ
け
た
の
で
、

思
い
き
っ
て
参
加
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
数
回
の
会
議
を
重

ね
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
町
か
ら
期
待

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

町
が
こ
れ
か
ら
協
働
を

進
め
て
い
く
う
え
で
の

指
針
と
な
る
も
の
を
作

る
こ
と
で
す
。
行
政
側

か
ら
「
町
民
に
は
こ
う

い
っ
た
も
の
や
サ
ー
ビ

ス
が
あ
れ
ば
い
い
だ
ろ

う
」
と
い
う
も
の
で
は

く
、
私
た
ち
が
本
当
に

必
要
だ
と
思
っ
て
い
る

こ
と
を
進
め
て
い
く
ま

ち
づ
く
り
で
す
。
そ
れ

も
、
町
民
が
行
政
に
要

望
し
て
「
や
っ
て
も
ら

う
」
の
で
な
く
、
私
た

ち
も
一
緒
に
作
り
上
げ
て
い
く
も

の
で
す
。

私
た
ち
の
話
し
合
い
の
中
で
は
、

災
害
時
の
対
応
・
公
園
整
備
・
資

源
の
再
生
・
福
祉
な
ど
が
出
て
き

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
資
源
の
再

生
で
す
。
い
ま
町
で
は
、
合
併
５０

周
年
記
念
事
業
と
し
て
御
嶽
公
園

の
整
備
を
計
画
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
そ
の
整
備
を
町
民
主
体
で
で

き
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で

す
。先

日
、
委
員
会
で
現
地
を
見
て

き
ま
し
た
。
何
十
年
か
ぶ
り
に
足

を
踏
み
入
れ
て
み
ま
し
た
が
、
樹

齢
１
０
０
年
以
上
に
も
な
っ
て
い

そ
う
な
タ
ブ
や
ケ
ヤ
キ
が
あ
り
、

見
晴
し
も
と
て
も
い
い
と
こ
ろ
で

し
た
。
こ
こ
を
ど
ん
な
公
園
に
整

備
し
て
い
く
か
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

の
段
階
か
ら
住
民
参
加
型
に
し
て
、

自
分
た
ち
の
町
の
公
園
は
自
分
た

ち
の
手
で
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

協
働
の
背
景
に
は
、
財
政
的
な

こ
と
や
、
住
民
の
価
値
観
の
多
様

化
に
よ
る
行
政
の
肥
大
化
・
硬
直

化
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ

ま
で
の
行
政
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

か
ら
、
私
た
ち
町
民
主
体
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
「
難
し

い
問
題
ほ
ど
話
し
合
う
こ
と
で
解

決
で
き
る
。
考
え
方
が
変
わ
れ
ば

行
動
が
変
わ
っ
て
く
る
」
と
思
っ

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
行
政
側
へ

も
要
望
は
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

以
上
に
情
報
を
提
供
し
て
も
ら
い

た
い
の
で
す
。
目
的
が
明
確
に
さ

れ
な
い
の
で
は
、
私
た
ち
町
民
は

何
を
し
て
も
達
成
感
・
満
足
感

と
い
っ
た
も
の
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

い
ま
急
に
、
何
で
も
か
ん
で
も

住
民
で
や
ろ
う
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
自
分
も
こ
れ
な
ら
協
力
で

き
る
と
い
っ
た
も
の
か
ら
、
少
し

ず
つ
参
加
し
て
い
け
ば
い
い
ん
で

す
。
と
に
か
く
参
加
し
な
け
れ
ば
、

何
も
変
わ
ら
ず
、
結
果
は
出
て
き

ま
せ
ん
か
ら
。
（
談
）

講
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
常
務
理
事
　
芦
立
　
千
佳
子
さ
ん
　

住
民
参
加
と
は

▲実践例を紹介しながら協働について講演する芦立さん

８段目

７段目

６段目

５段目

４段目

３段目

２段目

１段目

住民主体の活動に行政を巻き込む

住民主体の活動

住民と行政の協働、決定権の共有

行政主導で住民の意思決定のある参加

与えられた役割の内容を認識した上での参加

形式的住民参加（限定された参加）

お飾り住民参加（利用された参加）

操り参加（趣旨や役割の不明確な参加）

あ
だ
ち



　

　　
町
が
本
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
「
象
潟
　
夢
い
き
い
き
２１
　
マ

イ
タ
ウ
ン
事
業
」
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
申
し

込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

事
業
の
目
的
と
計
画
が
、
ま
ち

づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
に
役
立
つ

と
期
待
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、

各
種
研
修
会
の
開
催
、
災
害
防
止

活
動
、
環
境
活
動
、
健
康
づ
く
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
郷
土
文
化

の
保
存
事
業
、
青
少
年
健
全
育
成

な
ど
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
１
団
体
等
に
つ
き
年
１
回
の

助
成
と
な
り
ま
す
。

・
主
に
営
利
を
目
的
と
し
た
収
益

事
業

・
宗
教
的
、
政
治
的
な
活
動
や
催

し
物

・
施
設
管
理
費
用
や
団
体
の
事
務
、

運
営
費
用
に
あ
た
る
も
の

・
単
な
る
用
品
購
入
が
目
的
の
も

の
・
飲
食
費
に
あ
て
る
も
の

・
単
な
る
外
部
へ
の
委
託
な
ど
、

実
効
性
の
低
い
も
の

・
他
の
補
助
金
等
の
交
付
を
受
け

る
も
の

・
既
存
の
地
域
固
有
の
祭
典
な
ど

一
定
の
目
的
と
計
画
の
も
と
に
、

象
潟
町
で
活
動
を
行
う
各
種
団
体
、

町
内
会
あ
る
い
は
実
行
委
員
会
、

場
合
に
よ
っ
て
は
個
人
で
も
申
請

で
き
ま
す
。

飲
食
費
な
ど
事
業
の
対
象
と
な

ら
な
い
経
費
を
除
い
た
２
分
の
１

以
内
で
、
上
限
額
は
５０
万
円
で
す
。

事
業
内
容
に
つ
い
て
、
必
要
性
・

有
効
性
・
効
率
性
の
観
点
か
ら
審

査
し
て
、
助
成
の
額
が
決
ま
り
ま

す
。事

業
内
容
お
よ
び
収
支
計
画
を

立
て
て
か
ら
、
町
に
対
し
て
協
議

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
協
議

書
の
内
容
が
審
査
会
で
審
査
さ
れ
、

対
象
事
業
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
、

ま
た
助
成
の
額
は
い
く
ら
に
な
る

か
が
決
ま
り
ま
す
。
助
成
対
象
と

な
っ
た
と
き
、
改
め
て
補
助
金
の

交
付
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
事
業
を
終
え
て
か
ら

の
協
議
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　　　
本
事
業
は
４
月
か
ら
実
施
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
数
件
の
申
し
込

み
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
例
を
紹

介
し
ま
す
。

◇
小
学
校
相
撲
大
会
の
開
催

申
請
者
　
象
潟
小
学
校
わ
ん
ぱ
ん

く
相
撲
推
進
委
員
会

事
業
の
目
的
　
日
本
の
国
技
で
あ

る
相
撲
を
通
じ
て
、
子
ど
も

た
ち
の
心
身
の
鍛
錬
、
思
い

や
り
の
気
持
ち
を
学
ん
で
も

ら
う
。
ま
た
、
元
力
士
の
舞

の
海
を
迎
え
、
実
技
指
導
・

講
演
会
を
開
催
し
た
い
。

◇
本
郷
樋
口
水
路
の
改
良

申
請
者
　
本
郷
集
落

事
業
の
目
的
　
本
水
路
は
、
大
雨

時
な
ど
に
た
び
た
び
あ
ふ

れ
、
田
畑
や
一
部
住
宅
へ
の

床
下
浸
水
な
ど
の
被
害
が
発

生
し
て
い
る
。
分
水
路
を
設

置
し
、
住
み
良
い
環
境
を
つ

く
り
た
い
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
申
込
期
限
は

設
け
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
事

業
が
年
度
内
（
３
月
ま
で
）
に
終

了
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
企
画
課
企
画
係
（
☎
４３
―
７

５
１
０
）
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。
協
議
書
や
申
請
書
も
同

係
に
あ
り
ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

89９…平成１７年７月号 平成１７年７月号…８

小砂川自治会

小砂川自治会長

　阿曽　斉さん

◇事業の概要◇

団体名　小砂川自治会

構成員　自治会役員および集落ボランティア

事業名　クツカケ湾清掃事業

詳細内容　日常のシケや昨年の台風で、海岸線に蓄積された漂流

ゴミの一掃を図った。特に、定期クリーンアップで処理

できない岩場を重点的に実施。

事業費用（　）内助成金額

　　　　５３，０００円（２６，０００円）

実施日　平成１７年６月１９日（日）

「象潟海岸は、日本の夕日百選にも選

ばれている夕日の美しい場所です。この

クツカケ湾は三崎公園に隣接し、多くの

人が訪れる場所です。しかし、台風や大

雨の影響で、流木やゴミが蓄積されてい

ます。これまでもクリーンアップ等で清

掃してきましたが、岩場も含めると大掛

かりな作業になるほか、高額な処理費用

がかかります。なかなか自治会単独では

手を出せない部分でした。

自分たちでは労力・軽トラック・草刈機などを提供し、町から

は、今回の『マイタウン事業』の助成金を活用することで、自治

会の金銭的負担は約半分になりました。単独では難しいことです

が、“協働”することで、実現することができました」

▲大量の漂着ごみで汚れていたクツカケ湾
　きれいな海岸を取り戻そうと、住民が協
　力し合い作業をする

▲

６
月
１１
日
、
約
９０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た

九
十
九
島
の
松
を
ま
も
る
会
全
員
作
業
。
住

民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
つ
で
す

▲



89１１…平成１７年７月号 平成１７年７月号…１０

―
台
風
１５
号
で
は
、
町
内
会
の
素

早
い
対
応
が
目
を
引
き
ま
し
た
が
、

ど
う
い
う
状
況
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

小
型
船
舶
が
数
多
く
停
泊
し
て

い
る
横
ノ
澗
の
堤
防
を
は
る
か
に

超
え
る
高
波
が
、
荒
屋
下
地
区
に

押
し
寄
せ
ま
し
た
。
床
上
浸
水
８

戸
、
床
下
浸
水
１１
戸
で
、
こ
の
う

ち
波
で
運
ば
れ
た
ボ
ー
ト
な
ど
の

漂
流
物
が
家
屋
に
ぶ
つ
か
り
、
全

壊
相
当
１
戸
、
半
壊
相
当
２
戸

（
い
ず
れ
も
町
の
認
定
数
）
の
被

害
が
あ
り
ま
し
た
。

未
明
か
ら
急
激
に
波
が
高
く
な

り
、
こ
れ
ま
で
に
見
た
こ
と
も
な

い
波
が
立
ち
上
が
り
、
横
ノ
澗
に

覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
会
館
周
辺
の
高
台
か
ら
様
子

を
見
て
い
た
町
内
役
員
ら
が
協
議

し
、
役
場
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら

避
難
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

自
主
防
災
部
の
協
力
で
、
戸
隠

神
社
に
避
難
し
た
の
が
午
前
６
時

こ
ろ
で
し
た
ね
。
早
朝
で
忙
し
い

時
間
帯
で
し
た
が
、
停
電
の
た
め

ご
飯
の
支
度
が
で
き
な
い
世
帯
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
ガ
ス
は
影
響

を
受
け
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
町

内
の
４
世
帯
に
ガ
ス
釜
で
の
炊
飯

を
お
願
い
し
、
女
性
部
が
中
心
と

な
っ
て
、
お
に
ぎ
り
を
作
り
、
必

要
な
世
帯
に
配
っ
て
回
り
ま
し
た
。

暴
風
・
波
浪
が
収
ま
り
、
復
旧

に
あ
た
る
た
め
午
後
１
時
に
会
館

に
集
合
し
ま
し
た
が
、
平
日
に
も

関
わ
ら
ず
、
若
い
人
も
含
め
て
９７

人
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
漂

流
物
の
撤
去
や
道
路
な
ど
を
清
掃

し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
協
力
の

お
か
げ
で
夕
方
に
は
完
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

―
下
荒
屋
町
内
で
は
普
段
か
ら
災

害
に
備
え
て
特
別
な
こ
と
を
し
て

い
ま
す
か
。

自
主
防
災
に
は
救
護
班
・
消
火

班
・
情
報
班
・
給
食
給
水
班
・
避

難
誘
導
班
が
あ
り
、
役
割
が
分
担

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備

え
て
、
町
内
の
各
班
長
に
も
災
害

用
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
支
給
し
て
い

ま
す
。
自
分
の
班
に
入
っ
て
い
る

世
帯
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

今
年
３
月
に
は
、
消
防
署
の
協

力
を
得
て
、
町
内
で
防
災
・
津
波

講
習
会
、
炊
き
出
し
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
津
波
に
関
す

る
防
災
ビ
デ
オ
も
観
ま
し
た
。
や

は
り
海
沿
い
の
地
区
な
の
で
、
津

波
等
へ
の
警
戒
が
一
番
必
要
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

―
防
災
以
外
に
地
域
づ
く
り
の
取

り
組
み
は
。

町
内
会
に
は
、
子
供
育
成
部
、

環
境
衛
生
部
、
女
性
部
な
ど
も
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
年
間
の
事
業

計
画
を
立
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
子
供
育
成
部
は
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
は
地
域
で
育
て

よ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
、
町
内
の

畑
を
借
り
て
、
野
菜
の
栽
培
を
行

い
ま
し
た
。
昨
年
は
、
象
潟
水
産

学
級
の
協
力
を
得
て
、
ワ
カ
メ
の

栽
培
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
も
ど
ん
な
風
に
ワ
カ
メ
が
育

つ
の
か
を
知
る
い
い
機
会
に
な
り
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
み

ん
な
で
試
食
し
ま
し
た
。
今
年
も

や
っ
て
み
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま

す
。環

境
衛
生
部
も
一
生
懸
命
活
動

し
て
い
る
部
門
で
す
。
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
が
あ
れ
ば
、
事
前
に
町
内

を
視
察
し
て
、
各
班
へ
の
役
割
が

分
担
さ
れ
、
町
内
だ
よ
り
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
お
年
寄
り

だ
け
の
世
帯
や
独
り
暮
ら
し
の
世

帯
に
は
、
要
望
が
あ
れ
ば
、
雪
か

き
や
庭
木
の
枝
払
い
な
ど
も
手

伝
っ
て
い
ま
す
。

―
以
前
か
ら
こ
の
よ
う
な
活
動
は

さ
れ
て
い
た
ん
で
す
か
。

確
か
に
、
以
前
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
部
門
は
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
実

際
に
は
活
動
し
て
い
な
い
状
況
で

し
た
。
平
成
１４
年
か
ら
、
ど
う
せ

や
る
の
で
あ
れ
ば
き
ち
ん
と
規
約

等
を
つ
く
り
組
織
化
し
て
、
実
施

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
ん
で
す
。

―
町
内
会
と
い
う
も
の
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
内
会
は
そ
の
地
域
を
ま
と
め

る
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
町
内
が
一
体
と
な
っ
て
何
ご

と
に
で
も
協
力
し
合
え
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
自
分
た
ち
の
力
で
解
決

で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
出
て
き

ま
す
。

さ
ら
に
考
え
て
い
る
こ
と
は
、

範
囲
を
広
げ
て
近
隣
の
町
内
会
と

の
交
流
も
し
て
い
き
た
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
近
隣
の
町
内
会
と
さ

ら
に
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

よ
り
大
き
な
こ
と
へ
の
取
り
組
み

も
可
能
に
な
っ
て
き
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分

に
何
が
で
き
る
か
を
気
づ
く
こ
と

で
、
さ
ら
に
輪
は
大
き
く
広
が
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

下荒屋町内の概要

世帯数…１２２世帯／町内人口

…３６０人／町内設置部門…子供

育成部、自主防災部、環境衛生

部、女性部、青年部、ＯＢ部、

老人クラブ

農
作
物
等
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
昨
年
８
月
の
台
風
１５
号

は
、
一
方
で
は
本
町
沿
岸
部
の
地
域
に
、
高
波
に
よ
る
床
上
・
床
下

浸
水
な
ど
の
被
害
も
与
え
ま
し
た
。
そ
の
被
害
が
最
も
大
き
か
っ
た

下
荒
屋
町
内
で
は
、
自
主
防
災
組
織
を
は
じ
め
と
す
る
町
内
会
の
自

治
機
能
が
フ
ル
稼
働
し
、
迅
速
な
避
難
誘
導
、
炊
き
出
し
、
復
旧
活

動
に
あ
た
り
ま
し
た
。
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

期
待
さ
れ
る
町
内
会
　
　
下
荒
屋
で
は
ど
の
よ
う
な
町
内
会
づ
く
り

を
行
っ
て
い
る
の
か
、
氏
家
完
次
会
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

町
内
が
一
つ
に
な
り

台
風
に
立
ち
向
か
う

▲台風１５号での浸水。老人は、長靴に水が入ると
　足が上がらなくなり、歩行が困難だったという

▲女性部と子供育成部合同による老人福祉施設での
　おむつたたみ

▲復旧作業には多くの人が協力してくれました

▲クリーンアップは計画的に実践
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町では、中学校と給食センターの改築に向け、

校舎の耐力度調査や移転用地の取得などのほか、

設計の業務委託の準備を進めています。

今後、基本設計および実施設計を行うにあ

たって、より広範にご意見等をお聞きしながら

建設を進めたいと考えており、改築事業建設委

員を次のとおり募集します。

応募資格　町内に住む１８歳以上の人

募集人員　若干名

応募方法　所定の応募用紙を提出。用紙は町学

校教育課に備え付けてあります。また町

のホームページからもダウンロードする

ことができますのでご利用ください。

応募期限　７月１４日（木）

応募・問い合わせ先

　　　町学校教育課（☎４３―７５０８）

商工会では、象潟町・金浦町・仁賀保町の加

盟店で使用できる共通商品券を発行します。購

入額に１０％のプレミアが付くお徳な商品券です

ので、ぜひこの機会にご利用ください。

商品券の額面　１，０００円

購入限度額　１人１口（１０，０００円）

　　　　　　　　　～５口（５０，０００円）

販売窓口　象潟金浦仁賀保商工会

　　　　　　象潟支所、金浦本所、仁賀保支所

販売日時　７月４日（月）～１５日（金）の午前９時～

午後５時まで。（９日（土）は午後３時ま

で、１０日（日）は休みです）

　　　※完売時点で終了となります。電話での

受け付けはできません。

有効期限　発行日から

６カ月以内

問い合わせ先

　　　商工会象潟支所

（☎４３―３４５０）

▲ご利用は加盟店で

町
で
は
今
回
「
津
波
災
害
を
防

ぐ
た
め
に
」
と
い
う
表
題
の
ポ
ス

タ
ー
を
全
戸
配
布
し
ま
し
た
。
日

ご
ろ
の
津
波
防
災
知
識
の
普
及
と
、

地
震
発
生
時
の
津
波
防
災
対
策
に

活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
町
内
会
等
で
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
ハ
ー
ド

対
策
、
ソ
フ
ト
対
策
が
一
体
と
な

っ
た
総
合
的
な
津
波
防
災
対
策
を

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

ポ
ス
タ
ー
に
は
、
津
波
の
起
こ

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
津
波
の
性
質
、

性
格
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
津
波

か
ら
身
を
守
る
に
は
、
直
ち
に
海

岸
か
ら
離
れ
、
急
い
で
一
番
近
い

高
台
へ
避
難
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
一
に
も
二
に
も
、
近
く
の
高

台
へ
一
時
避
難
す
る
こ
と
が
も
っ

と
も
有
効
な
手
段
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
避
難
す
る
と
き
の
心
得
、

非
常
持
出
品
と
備
蓄
品
も
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
十

分
な
備
え
を
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。今

回
も
っ
と
も
力
を
入
れ
た
の

が
【
津
波
浸
水
予
測
図
】
で
す
。

象
潟
町
の
都
市
計
画
図
面
等
を
も

と
に
、
海
抜
３
　
区
域
を
津
波
高

３
　
と
し
て
薄
い
青
色
で
示
し
、

海
抜
５
　
区
域
を
津
波
高
５
　
と

し
て
濃
い
青
色
で
示
し
て
い
ま
す
。

津
波
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
地
震

発
生
時
の
場
所
、
規
模
に
よ
っ
て

も
か
な
り
左
右
さ
れ
る
ま
す
。
今

回
の
配
色
に
は
、
そ
上
高
と
し
て

の
表
示
の
意
味
で
は
捉
え
て
い
ま

せ
ん
が
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
津
波

襲
来
時
の
津
波
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

考
え
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
色
は
さ

ら
に
拡
大
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

各
行
政
区
に
は
、
町
内
会
長
、

町
内
会
館
等
用
に
、
拡
大
し
た
詳

細
図
を
３
部
ず
つ
配
布
し
て
い
ま

す
。
自
分
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ

の
一
番
近
い
高
台
を
確
認
し
、
避

難
ル
ー
ト
を
家
族
み
ん
な
で
話
し

合
っ
て
く
だ
さ
い
。

秋
田
県
沖
に
は
、
地
震
の
空
白

域
が
存
在
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
は
忘
れ
た

こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
町

民
一
人
ひ
と
り
が
津
波
災
害
を
い

ま
一
度
真
剣
に
考
え
、
十
分
な
備

え
で
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
町
民
課
生
活
環

境
係
（
☎
４３
―
７
５
０
０
）

「
津
波
災
害
ポ
ス
タ
ー
」

を
配
付

津
波
高
の
予
測
を
表
示

避
難
ル
ー
ト
の
確
認
を

各
世
帯
に
配
布
さ
れ
た
「
津
波
ポ
ス
タ
ー
」

▼

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル

メ
ー

ト
ル

わ
が
国
は
、
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
、
古
来
、
し
ば
し

ば
大
き
な
津
波
災
害
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
近
年
で

は
、
昭
和
５８
年
の
日
本
海
中
部
地
震
津
波
、
平
成
５
年

の
北
海
道
南
西
沖
地
震
津
波
が
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
こ
う
し
た
過
去
の
津
波
被
害
と
、
多
く
の
犠
牲

か
ら
得
た
教
訓
に
基
づ
き
、
津
波
防
災
の
進
展
が
図
ら

れ
て
き
ま
し
た
。



元阪神タイガースの投手・竹内昌也くん（立

石出身）を励ます会（佐藤尚士代表）が、同会

を解散するにあたり、同投手の母校である象潟

小学校野球スポーツ少年団、象潟中学校野球部

と象潟町に、本町野球発展のために役立ててほ

しいと、野球用品等を寄贈しました。

町では、町野球連盟と相談して九十九島球場

の塁ベース一式を新調し、各種大会で使用させ

ていただくことにしています。
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故遠藤　嘉彦さん
（小滝／享年７９歳）

６月１６日、象潟小学校で「ファンタ爺さん

とスバル星」のメンバーによる音読劇が行わ

れました。

同団体は、元ＮＨＫアナウンサーの塚越恒

爾　が「子どもたちに美しい日本語の音の響

きを伝えたい」と、日本各地の学校で口演し

ています。今回は、メンバーの一人、みずは

しさやか　の祖母が本町出身という縁から、

この口演が実現しました。

子どもたちは、場面や登場人物に応じて変

わる語り口に、「その場面のイメージが頭に

浮かんだ」と物語に引き込まれていたようで

した。

▲氏子らが見守る中、占いをする竹内さん

▲６月３日、佐々木勝理野球連盟会長立ち会いのもと、
　佐藤尚士代表から寄贈目録が横山象潟町長に手渡され
　ました

先月号の答え

　解答をハガキ、ファクス（４３―５７０７）、または

Ｅメール（kikaku-ki@nkktown.jp）で、住所・氏名・

年齢・電話番号を明記の上、できればメッセージ

を添えて、〒０１８―０１９２象潟町役場広報クイズ係

まで。締め切りは７月１９日（火）の消印まで有効。

正解者の中から抽選で４人の方に記念品をプレゼ

ントします。発表は８月号の紙上で。先月の当選

者は次の４人の方です。（敬称略）
高橋保之助（大町）、佐々木藤一（横町）、藤田

福治（潟見町２区）、野口実（東京都）

㈰６課１室２支所　㈪４，４９０人

㈫象潟と北海道展

㈰「象潟小唄」を歌った歌手は
だれ？

㈪町が町民の皆さんが自主的に

取り組む地域づくりを支援す

る事業は？
㈫関地区で毎年行われている作
占いの神事は？

次の３つの問題を解いて
ください。答えは今月の広
報の紙面の内容に隠れてい
ます。

遠
藤
さ
ん
は
、
昭
和
５１
年
に
象
潟
町

議
会
議
員
に
当
選
以
来
、
３
期
１２
年
間

在
職
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
建
設
常

任
委
員
会
副
委
員
長
、
決
算
審
査
特
別

委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
昭
和
４７
年
に
象
潟
町

議
会
議
員
に
当
選
以
来
、
５
期
１７
年
間

在
職
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
建
設
常

任
委
員
会
委
員
長
、
産
業
経
済
常
任
委

員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

町議会議員として、町の産業、教育、文化、福祉の向上に尽力された、

次のお二人に旭日単光章が贈られました。６月２８日、象潟町長立ち合いの

もと、由利地域振興局長が各自宅でご遺族に伝達しました。

６
月
５
日
、
関
の
諏
訪
神
社
で

は
、
恒
例
の
作
占
い
「
お
た
め
し
」

の
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
占
い
は
、
境
内
に
作
ら
れ

た
占
い
所
で
、
１
週
間
前
に
準
備

し
た
白
米
や
御
幣
（
ご
へ
い
）
、

杉
の
枝
の
状
態
で
そ
の
年
の
作
柄

を
占
う
も
の
で
す
。

占
い
を
行
っ
た
竹
内
弘
幸
さ
ん

に
よ
る
と
「
日
照
り
に
よ
る
水
不

足
が
心
配
さ
れ
る
。
台
風
も
一
つ

か
二
つ
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
昨
年
の
よ
う
な
台
風
は
な
い

だ
ろ
う
。
豊
作
は
難
し
い
か
も
し

れ
な
い
。
農
家
の
皆
さ
ん
頑
張
り

ま
し
ょ
う
」
と
い
う
結
果
に
な
り

ま
し
た
。

占
い
所
を
取
り
囲
ん
で
見
守
っ

て
い
た
氏
子
ら
は
、
「
よ
し
頑
張

る
ぞ
」
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

町功労者　真嶋正一氏死去

平成元年に町功労者表表彰

を受賞された真嶋正一氏（立

石１区・享年９０歳）が６月１０

日、療養中の病院で死去され

ました。

ご冥福をお祈りします。

児
童
ら
の
前
で
口
演
す
る
ス
バ
ル
会
の

皆
さ
ん
（
写
真
中
央
が
み
ず
は
し
さ
ん
）

▲

じい

故佐藤　邦男さん
（大町／享年６４歳）

衫

さ
　ん

さ
　ん



　佐々木　誠吉さん
　（名古屋市在住
　　＝上荒屋出身・７０歳）
　

　６月２６日、Ｂ＆Ｇ海洋センターに水泳の練習

にきていた元気いっぱいの二人。

確
か
め
し
時
計
の
針
や
明
け
易
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
　
野
　
陽
　
子

杉
穂
た
つ
鎮
守
の
森
の
明
け
易
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
　
藤
　
　
　
隆

枕
辺
に
旅
の
鞄
や
明
け
易
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
　
田
　
喜
代
子

遠
郭
公
田
の
面
を
わ
た
る
風
に
乗
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
　
藤
　
千
　
美

ゆ
さ
ゆ
さ
と
雫
こ
ぼ
し
て
蕗
運
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
　
藤
　
作
　
男

寒
か
り
し
こ
の
春
の
峡
や
う
や
く
に

藤
咲
き
盛
り
風
香
ぐ
は
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
　
　
勉

水
無
月
の
温
き
陽
気
に
芍
薬
は

ひ
と
日
見
ぬ
間
に
見
事
に
咲
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
ミ
　
キ

恐
竜
が
噛
み
く
だ
く
ご
と
重
機
に
て

太
き
鉄
筋
の
小
屋
壊
し
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
布
　
川
　
ノ
　
イ

芍
薬
は
仏
好
む
と
墓
所
に
植
ゆ

亡
母
を
想
ひ
て
盛
る
花
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
　
藤
　
治
　
雄

し
と
し
と
と
雨
に
濡
れ
つ
つ
若
葉
か
げ

青
梅
つ
ぶ
ら
に
太
る
喜
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
ス
　
エ

平成１７年７月号…１６１７…平成１７年７月号

大
　
森
　

齋
藤
　
真
衣
さ
ん
（
２１
歳
）

　
　
　
　
　
　
―
保
育
士
―
　

保育士の仕事はどうですか
「母が保育士をしていたこともあって、小さいころか
らの夢でした。子どもたちは、とても元気でかわいい
んですが、片時も目を離せませんね」

熱中していることは
「高校生のときに象潟九十九島太鼓を始めました。短
大で象潟を離れていた間、休んでいましたが、心に響
く太鼓の鼓動を忘れられなくて、また始めています」

性格は
「周りからは、素直とか単純って言われますね。自分
では照れ屋だと思っているんですけどね」

理想の男性のタイプは
「誠実な人がいいですね。夢に向かって頑張っている
人を素敵だと思います」

ま
　

い

み
な
づ
き

か
い

ほ
と
け

は
　
は

日
本
で
今
一
番
景
況
が
好
調
な
の
は
愛
知
県
で
す
。
中
部
国
際

空
港
セ
ン
ト
レ
ア
開
港
と
日
本
万
国
博
覧
会
「
愛
・
地
球
博
」
が

開
催
中
で
、
連
日
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
愛
知
県
で
、
平
成
７
年
に
「
あ
い
ち
象
潟
会
」
を
設
立
し
、

第
１
回
の
結
成
総
会
に
１０
人
も
の
参
加
が
あ
り
驚
き
ま
し
た
。
総

会
を
重
ね
る
ご
と
に
口
コ
ミ
で
広
が
り
、
会
員
も
現
在
で
は
３０
人

に
な
り
ま
し
た
。
会
員
は
女
性
群
が
２０
人
と
多
士
済
々
の
メ
ン

バ
ー
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
会
員
同
志
の
年
齢
層
も
近
く
、
象
潟

の
こ
と
は
町
の
隅
々
ま
で
知
り
つ
く
し
て
い
る
仲
間
だ
け
に
会
話

も
象
潟
弁
の
な
ま
り
言
葉
で
、
い
っ
そ
う
の
親
近
感
が
わ
い
て
き

ま
す
。
年
１
回
の
総
会
は
一
泊
旅
行
を
兼
ね
、
み
ん
な
心
優
し
い

人
ば
か
り
で
、
故
郷
を
し
の
び
、
夜
遅
く
ま
で
語
り
合
い
、
と

び
っ
き
り
の
元
気
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

名
古
屋
の
友
人
・
知
人
に
も
鳥
海
山
と
俳
人
・
松
尾
芭
蕉
は
も

ち
ろ
ん
、
最
近
は
夏
の
味
覚
・
生
ガ
キ
が
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
、

象
潟
の
知
名
度
は
意
外
と
高
い
で
す
。
そ
の
話
題
に
な
る
と
夢
中

に
な
っ
て
し
ま
い
、
自
慢
話
に
力
が
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

今
年
の
１０
月
に
は
、
象
潟
、
金
浦
、
仁
賀
保
３
町
の
合
併
で
新

市
が
誕
生
し
ま
す
。
合
併
後
は
、
金
浦
、
仁
賀
保
出
身
の
皆
さ
ん

に
も
入
会
を
呼
び
か
け
、
新
し
い
会
の
名
称
に
変
え
て
親
睦
会
を

発
足
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
愛
知
県
に
居
住
し
て
い
る
象

潟
出
身
の
方
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

１０
月
の
新
市
誕
生
と
新
し
い
街
の
ご
発
展
を
心
か
ら
期
待
し
て

い
ま
す
。

ジム＆マーシャの

フリーノート

《Jim》
Hello.  Now that Summer has finally arrived,  

and we've been able to get outside,  the Hardy 
household is seeing some big changes.  All the 
things that Marcia collected from the beach all 
winter have turned up in her flower garden : 
lots of bamboo,  old plastic barrels,  rocksand 
paving stones,  and various other treasures are 
now being used as flower pots,  and various 
decorations.  
《Marcia》

Jim is busy teaching,  but in his freetime you 
might see him out jogging along the streets or 
among the rice fields.  Both Hardys like to walk 
and go just about everywhere in town on foot.  
Kisakata feels more and more like home,  and 
you are invited to stop by the 
house and see Marcia's 
garden.  We would also love 
to share our life in Kisakata in 
person with any group that 
would be interested.  Please 
call Sloan's English 
School,32-5188,  for 
information.  (This is a bi-
lingual presentation.)

《ジム》
皆さんこんにちは。やっと夏がきたので、外
出が楽しくなってきました。マーシャが冬の間
中、浜辺から集めてきたたくさんの物は、フラ
ワーガーデンに利用しています。たくさんの竹、
古いプラスチック製の樽、岩石、敷石、そして
ほかのさまざまな宝物は、花瓶やプランター、
そしてさまざまな飾りとして利用しています。
《マーシャ》
ジムは授業で忙しいのですが、時間をみつけ
ては、町の通りや田んぼ道でジョギングをして
いるのを皆さんは見かけたことがあるでしょう。
私たち夫妻は、町のどんなところでも歩いて行
くのが好きなんです。私たちにとって、象潟町
をますます故郷のように思っていますので、皆
さんも私たちの庭を見ながら家を訪ねてみてく

ださい。
私たちの象潟町での生
活に関心のある方はどな
たでも（サークル、グル
ープなど）一緒に語り、
触れ合える場をつくりた
いと思っています。私た
ちの友だちの『スローン
の英語教室（☎３２―５１８
８）』へ連絡ください。▲ガーデニングを楽しむマーシャさん

Summertime サマータイム

ぼ
く



募
集
人
員
　
１０
人
程
度

対
象
　
６０
歳
ま
で
の
健
康
で
水
泳
の

で
き
る
人
（
大
学
生
の
ア
ル
バ

イ
ト
可
）

期
間
　
夏
季
休
業
中
（
お
お
む
ね
７

月
２３
日
〜
８
月
２５
日
）
の
午
前

８
時
３０
分
〜
午
後
４
時
３０
分

日
給
　
５
　
０
０
０
円

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　
履
歴
書
に

希
望
す
る
学
校
名
を
記
入
の
う

え
、
７
月
７
日
　
ま
で
直
接
ま

た
は
郵
便
（
当
日
消
印
有
効
）

で
〒
０
１
８
―
０
１
９
２
象
潟

町
字
浜
ノ
田
１
　
町
学
校
教
育

課
（
☎
４３
―
７
５
０
８
）
へ
。

日
時
　
７
月
２０
日
　

　
　
　
午
前
１０
時
〜
１１
時

場
所
　
町
民
体
育
館

対
象
　
一
般

講
師
　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
伊
藤

み
ふ
ゆ
さ
ん

参
加
料

　
　
体
育
館
使
用
料
５０
円
（
託
児
の

必
要
な
人
は
別
途
１
０
０
円
。
事

前
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
町
民

体
育
館
（
☎
３３
―
８
８
５
５
）

日
時
　
７
月
８
日
　

　
　
　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

内
容
　
講
演
会
（
講
師
　
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
「
平
成
園
』
施
設

長
・
栗
林
孝
得
さ
ん
）

問
い
合
わ
せ
先
　
町
福
祉
課
介
護
保

　
　
険
係
（
☎
４３
―
７
５
０
１
）

日
時
　
７
月
１２
日
　

　
　
　
午
前
１０
時
〜
正
午

場
所
　
都
市
農
村
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容
　
▽
講
演
と
転
倒
予
防
体
操

（
講
師
　
日
本
女
子
体
育
大
学

名
誉
教
授
・
山
川
純
さ
ん
）
　

そ
の
他
　
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参

加
し
、
バ
ス
タ
オ
ル
を
１
枚
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
町
福
祉
課
介
護
保

険
係
（
☎
４３
―
７
５
０
１
）

▼
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

期
日
　
７
月
４
日
　

受
付
　
午
前
９
時
３０
分
〜
１０
時

場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
健
康
体
操

▼
乳
幼
児
健
診

期
日
　
７
月
１９
日
　

受
付
　
▽
４
、
７
カ
月
児
…
午
後
０

時
４５
分
〜
５５
分

　
　
▽
１２
カ
月
児
…
午
後
１
時
１５
分

〜
３０
分

場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
平
成
１６
年
７
月
、
１２
月
、
１７

年
２
月
１７
日
〜
３
月
１８
日
生
ま

れ

問
い
合
わ
せ
先
　
町
福
祉
課
保
健
係

（
☎
４３
―
７
５
０
１
）

▼
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

子
宮
け
い
が
ん
に
な
る
割
合
は
、

２０
歳
代
で
増
加
し
て
い
る
た
め
、
本

年
度
か
ら
２０
歳
か
ら
子
宮
が
ん
検
診

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
乳
が
ん
検
診
は
希
望
す
れ

ば
３０
歳
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※
日
程
は
下
記
表
の
と
お
り
で
す
。

▼
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
（
乳
房
Ｘ
線
検

査
）
を
実
施
し
ま
す

対
象
　
７
月
の
乳
が
ん
検
診
を
受
け

る
人
（
昨
年
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

を
受
け
て
い
な
い
人
）

実
施
日

◇
集
団
検
診
方
式

　
期
日
　
９
月
２０
日
、
２２
日
、
２６
日
、

２７
日
、
２９
日

　
場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
定
員
　
各
日
程
２０
人

◇
医
療
機
関
方
式

　
期
日
　
８
月
１７
日
〜
１９
日
、
２２
日

　
場
所
　
由
利
組
合
総
合
病
院

　
定
員
　
各
日
程
１０
人

申
込
期
間
　
８
月
１
日
　
〜
１０
日
　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
町
福

祉
課
保
健
係
（
☎
４３
―
７
５
０

１
）

日
時
　
７
月
１７
日
　
　
正
午
開
演

場
所
　
本
荘
文
化
会
館

入
場
料
　
１
　
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先
　
仁
賀
保
高
校
・
猪

股
（
☎
４３
―
４
７
９
１
）

日
時
　
７
月
２８
日
　

　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時

場
所
　
象
潟
町
公
民
館

内
容
　
防
衛
医
科
大
学
校
、
防
衛
大

学
校
、
看
護
学
生
、
航
空
学
生
、

一
般
曹
候
補
学
生
ほ
か

対
象
　
来
春
高
校
、
大
学
卒
業
予
定

者
お
よ
び
そ
の
父
兄
、
１８
歳
以

上
２７
歳
未
満
の
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
由
利

本
荘
募
集
事
務
所
（
☎
２２
―
３

４
７
９
）

◆「第１５回本荘マリーナ海上祭」
期日　７月１７日（日）

時間　午前９時～午後３時

内容　ヨット教室、クルーザー乗船体験、海釣

り大会など

場所　本荘マリーナ

問い合わせ先　本荘マリン協会事務局

　　　　　　　（☎２４―６３４９）

◆「第１６回子吉川いかだ下り大会」
期日　７月２４日（日）

時間　午前９時～午後２時３０分

場所　子吉川

内容　手づくりいかだのユニークさを競いな

がら子吉川を下る。

問い合わせ先　子吉川いかだ下り大会実行委

員会事務局（☎２２―０７２２）

１９…平成１７年７月号 平成１７年７月号…１８

仁賀保町

　
４
、
７
カ
月
児
は
離
乳
食
教

室
が
あ
り
ま
す
。

４
カ
月
児
…
午
後
１
時
〜

７
カ
月
児
…
午
後
１
時
１５
分
〜

７／８（金）

　　１１（月）

　　１３（水）

　　１５（金）

　　２０（水）

　　２２（金）

　　２５（月）

　　２７（水）

　　２９（金）

上郷生活改善センター

上浜地区構造改善センター

〃

町保健センター

〃

〃

〃

〃

〃

午後１時～２時

午後１時３０分～２時

午後１時～２時

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

午後１時３０分～２時

　　　　〃

　　　　〃

実施日　　　　会　　　　場　　　　　　　受付時間　　 　骨粗検診

有

有

有

有

有

【乳がん・子宮がん・骨粗しょう症検診日程】

，

，

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
由
利

本
荘
募
集
事
務
所
（
☎
２２
―
３

４
７
９
）

象
潟
町
日
中
友
好
協
会
主
催
の
第

１５
回
西
施
の
故
郷
訪
中
団
の
旅
行
計

画
で
は
、
諸
曁
市
の
ほ
か
に
、
中
国

の
首
都
・
北
京
で
の
「
北
京
秋
田
県
人

会
」
と
の
交
流
、
Ｔ
Ｄ
Ｋ
関
連
工
場

の
あ
る
大
連
も
訪
問
す
る
予
定
で
す
。

訪
問
地
　
諸
曁
市
、
北
京
、
大
連

日
程
　
１０
月
１９
日
（水）
〜
２５
日
（火）

発
着
地
　
仙
台
空
港

旅
行
代
金
　
２
１
８
　
０
０
０
円

募
集
人
員
　
３０
人

申
し
込
み
先
　
９
月
１５
日
（木）
ま
で
、

象
潟
町
日
中
友
好
協
会
・
三
浦

（
☎
３６
―
２
０
５
８
）
へ
　

西
施
の
ふ
る
さ
と
を

　
　
　
訪
問
し
ま
せ
ん
か

，

象潟町合併５０周年を記念して「島倉千代子

ショー」を開催します。

入場は無料ですが、席に限りがありますの

で、入場整理券が必要です。詳細は７月１５日

発行のお知らせ版と一緒に配布するチラシを

ご覧ください。

日時　８月１１日（木）　午後６時３０分～８時

　　　（開場：午後５時４５分）

会場　象潟町民体育館

内容　「人生いろいろ」などヒット曲を多数披露。「象潟小唄」を

歌う際は、町民有志による象潟小唄踊りと競演します。

入場整理券　７月２１日（木）から配布を予定しています。

入場整理券配布場所　象潟町役場、町公民館、社会福祉協議会、

Ｂ＆Ｇ海洋センター、都市農村交流センター、上浜郵便局、

鶴泉荘、ＪＡ秋田しんせい上郷支店

注意事項　うちわ、上履きをご持参ください（館内は冷房設備が

ありません）。なお、小学生未満は入場できません。

問い合わせ先　町企画課企画係（☎４３―７５１０）

象潟小唄を
もう一度

町
で
は
、
町
内
へ
の
定
住
・
建
設
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
「
地
域
活
性

化
に
か
か
る
町
有
土
地
処
分
取
扱
要
綱
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
遊
休
町
有
地
を
活
用
し
、
地
元
業
者
が
選
定
し
た
土
地
を
個
人

に
あ
っ
旋
す
る
も
の
で
、
取
得
後
２
年
以
内
に
地
元
業
者
が
住
宅
を
建
設
す

る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
町
総
務
課
管
財
係
（
☎
４３
―
７
５
０
７
）

日
時
　
７
月
８
日
　

　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

場
所
　
本
荘
簡
易
裁
判
所

内
容
　
金
銭
・
土
地
・
建
物
・
交
通

事
故
・
家
庭
の
問
題
等

問
い
合
わ
せ
先
　
本
荘
調
停
協
会
事

務
局
（
☎
２２
―
３
９
１
６
）

（月）

（月） （火）（火）

（水）

（水）（木）

（木）

（金）

（金）（日）


